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（１）姫路市の中学校部活動地域展開について

（２）姫カツクラブの概要について

（３）登録団体・指導者 申込方法について

（４）質疑応答
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（１）姫路市の中学校部活動地域展開について

（２）姫カツクラブの概要について

（３）登録団体・指導者 申込方法について

（４）質疑応答

配布のスライド資料をご確認ください



【姫路市立中学校の部活動】
(令和6年5月1日現在)

〈学校数〉 市立中学校３６校

（義務教育学校３校、夜間中学校１校含む）

〈生徒数〉 １３，５２０人(令和6年5月1日現在)

〈部活動数〉：４２２部

運動部：３１３部

文化部：１０９部

〈部活動加入率〉：８２．２％

（１１，０８７人）

運動部：５８．４％

文化部：２３．８％
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姫路市立中学校生徒人数と部活動数の変化

生徒数 部活数計

R12とR22の生徒人数は「姫路市版 地域の未来予測」（2024年 姫路市）資料より算出



令和６年度 姫路市立中学校部活動一覧（運動部、吹奏楽部）

学校名
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計

軟式野球 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 32
女子ソフトテニス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30
女子バレー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30
陸上競技 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 29

男子ソフトテニス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26
男子卓球 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25
女子卓球 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25
女子バスケ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23

剣道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21
男子バスケ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21
サッカー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21
水泳競技 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 8
男子バレー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
ソフトボール ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

柔道 ○ ○ ○ 3
相撲 ○ ○ 2

体操競技 ○ 1
吹奏楽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23

【運動部・吹奏楽部】令和６年度姫路市中学校部活動一覧（令和6年5月時点）



少子化
ニーズの
多様化

学校の
働き方改革

なぜ、部活動改革が必要か？

選択肢

これまでの学校単位での体制での運営では持続が困難

生徒視点 学校視点



人間形成ができる（礼儀・規律・社会性など）

生徒にとっての居場所（活躍の場）

仲間や先生と同じ夢（目標）を追いかけられる

教師と生徒・保護者との信頼関係 → 卒業後のつながり

生涯にわたってスポーツや文化に親しむきっかけ

成果や達成感が味わえる → 進路へのきっかけ

好きな事、興味がある事ができる

「部活動」が果たしてきた役割



休みがない 長時間の活動

指導者による体罰・暴言・セクハラ・パワハラ

生徒や保護者からの過度な期待

【教員】専門外種目の指導 【生徒】選択肢が少ない

重大事故の発生、スポーツ障害、バーンアウト

行き過ぎた勝利至上主義

「ブラック部活動」

201２年（平成24年） 大阪桜宮高校体罰自殺事件

「部活動」が抱える課題



既存の形に捉われず、新たな形を創る

今の学校部活動をそのまま地域に移す

学校・教職員・保護者・地域

 多様な価値観、考え方に応えることのできる環境に

 誰もが無理なく、持続できるスポーツ・文化芸術活動に

部活動の教育的意義を継承しつつも
社会全体の「部活動観」を変える



多種多様なスポーツ・文化芸術活動に参加できる機会の確保生徒

学校の働き方改革の推進による、学校教育の質の向上学校

【目的】

多世代の交流による新たなコミュニティの創出や絆の強い地域づくり地域

【めざす姿】



（姫路市中学生スポーツ・文化芸術活動）とは？

学校部活動から変わる新しい形の地域クラブ活動です

チェンジ

中学生から初めて挑戦できる活動、多様な種目に挑戦できる活動です

チャレンジ

学校の枠を超え、他校の中学生、地域の多世代の人たちと交流できる活動です

コミュニティ



国・兵庫県の方針に基づき、
姫路市も、休日の学校部活動を地域に展開します。

学校部活動に変わり地域で展開していく

中学生のスポーツ・文化芸術活動を「姫カツ」としています。



平日

休日

学校部活動

地域＊1（可能な団体から実施） 地域
（姫カツなど）

学校部活動

学校部活動＊2（大会出場時など）

地域（姫カツなど）

＊１ 活動体制が整った実施団体から平日の活動を移行。
＊２ 体制が整い次第、大会は、地域クラブ（姫カツ部活移行型の実施団体）から参加することを基本とする。

2023年
～2026年(8月)

2026年(9月)
～2028年(9月)

2028年(10月)～

（実証事業）



●●部

●●部

●●部

●●部

●●部

●●部

学校管理下 学校管理外＝地域の活動

学校部活動
（合同練習型・部活移行型）

運営事務局

姫路市

連携

支援

移行展開

姫カツ連携活動

クラブ
チーム

スクール 講座・教室



学校部活動 姫カツクラブ 民間クラブ・団体

位置付け 学校教育の一環
学校教育外の活動

※「社会教育」の一環

学校教育外の活動

（姫カツ連携活動）

運営・管理主体

学校

姫カツ運営事務局 各団体

実施団体
運営事務局の登録団体
（姫カツクラブ）

各団体

指導者 教職員、部活動指導員等
地域指導者

希望する教職員（兼職兼業）
地域指導者

参加対象 当該校の生徒
対象エリア（校区）の

希望する中学生等
希望する中学生等

活動場所 学校施設
学校施設 ※優先
市施設や民間施設等

市施設・民間施設・学校施設等

費用負担 部費（実費相当） 月会費、年会費等 月会費、年会費等

保険 日本スポーツ振興センター災害共済 スポーツ安全保険等 スポーツ安全保険等

中体連大会への
出場資格

学校
学校or地域クラブ

※部活動を移行した団体
地域クラブ

※県参加資格特例に準ずる

＊令和８年度以降の兵庫県中学校体育連盟主催大会への地域クラブ活動の参加資格の特例については、「兵庫県内各市町における中学校部活動
の地域移行進捗状況等を踏まえ、策定することとする。」とされています。



形態 平日 休日 大会出場

合同練習型 学校部活動
姫カツクラブ合同練習
・全市やブロック等の単位で合同練習
（学校の枠をこえた交流によるスキルアップ）

学校から出場

部活移行型
（チーム型）

【活動体制が整った場合は
平日も移行】

学校部活動
姫カツクラブ（チーム）
・全市やブロック等の単位のチームで
練習及び大会参加

姫カツ
チーム
から出場

主に個人競技

主に団体競技

姫カツクラブとは

☛学校・地域との連携により、学校部活動を受け入れた団体

☛活動単位は、全市・１５ブロック・７ブロック・４ブロック・ほぼ学校単位など、

競技によってブロック編成は異なります。

改革実行期（R8.9月～R10.9月）の姫カツクラブ実施形態



学校部活動にある種目の姫カツクラブだけでなく

これまで学校部活動になかった種目における

中学生が参加可能なスポーツ団体等が行う地域クラブ活動や

姫路市や公民館が主催する講座・教室等を

「姫カツ連携活動」として広くお知らせし

多種多様な活動に中学生が参加できるようにします。



【企画】実施団体の募集と調整 事業の計画と周知 参加者の募集と受付 指導者の登録

【管理】指導者研修の実施 スポーツ安全保険支払い手続き 相談窓口 運営事務のサポート

【運営】生徒と保護者への連絡 スポーツ安全保険への加入手続き 会費の集金
指導者謝金の支払い 施設との調整 連絡アプリの管理 学校との連携

姫カツ運営事務局

〈統括団体〉

〈実施団体〉

事務局運営団体

姫カツ(合同練習型)

・指導者の集約と派遣 ・生徒と保護者への連絡 ・活動の実施
・出席確認 ・活動状況の報告 ・学校や地域との連携

姫カツ(部活移行型)休日移行 完全移行

競技団体 スポーツ文化団体 企業・トップチーム

【活動の実施】

クラブチーム・スクール等

姫カツ連携活動

教育委員会・学校

・事務局運営費の負担
・活動資金の補助
・困窮家庭への支援
・市施設の活用

・希望する教員の
兼職兼業許可
・学校施設の提供
・実施団体との連携
・コーディネーター配置

国

・国庫補助

参加者（保護者）

会費の支払い

指導者謝金の支払い
活動費の補助
指導者研修の実施

・企業からの協賛金
・企業版ふるさと納税
・助成金の活用
・用具・楽器等の寄附

【要件】
・ガイドラインの遵守
・競技団体等への加盟
・適切な運営管理体制
・ガバナンスの確立 等

指導者

スポーツ21 新規設立団体スポーツ少年団



競技 水泳競技 体操競技 軟式野球 剣道

実施団体 姫路水泳協会 姫路体操協会 白鷺ワンダーズ 安富道場

形態 合同練習型（全市） 部活移行型 部活移行型 部活移行型

参加者 ９６名（２０校） １９名(２校) ８名(１校) １０名(１校)

指導者 ２２名 ９名 ５名 ４名

実施日
月２～３回（全２２

回）
土曜日 土曜日 土曜日+平日

特色 レベル別グループ 市内唯一の体操部を移行 地域クラブを新規設立 既存の団体に移行

令和６年度 姫カツ実証事業 （４月より実施）

協会 協会 新規団体 既存団体



競技 吹奏楽 卓球 柔道

実施団体
市教委（指導者派遣）
＊部活動指導員が中心

市教委（指導者派遣）
＊夢前卓球協会の協力

姫路柔道協会

形態 合同練習型(２校) 合同練習型(３校) 合同練習型（全市）

参加者 ３９名(２校) ３１名(３校) ３１名(５校)

指導者 ４名 ７名 １１名

実施日 土曜日（全８回） 土曜日（全４回） 土曜日（全３回）

特色 文化部の実証事業 スクールバスの活用実証 多世代型の活動

令和６年度 姫カツ実証事業 （12月より期間限定で実施）

協会事務局派遣 事務局派遣



姫カツクラブへの参画のあり方

既存の

活動団体

新規
設立の団体

（合同練習型・部活移行型）

団体（チーム）として

指導者（個人）として

登録団体 協会・連盟 事務局派遣

姫カツ
指導者バンク登録制度



姫カツクラブの登録団体・指導者の募集

バレーボール（男女）
バスケットボール（男女）
軟式野球
サッカー
剣道
ソフトボール（女）

ソフトテニス（男女）
卓球（男女）

陸上競技
水泳競技
体操競技
柔道
相撲

団体（チーム）
を募集します

指導者（個人）
を募集します

各協会・連盟
の活動として
実施します

＊部活動になかった競技種目
＊姫カツクラブ以外の民間団体

姫カツ
連携活動制度

姫カツ
指導者バンク
登録制度

姫カツクラブ

＊吹奏楽などの文化部の実施体制については関係団体と検討中です。
＊姫カツの趣旨から、各姫カツクラブごとに受入れ対象とする学校を決定します。

個人で参加を希望される方は、
指導者バンクに登録いただけます

令和７年８月より
登録開始予定

令和８年４月より周知開始
（１月頃に登録団体の募集を行います）

第１次募集
令和7年6月20日

まで

登録要件

令和８年９月より
活動開始
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（１）姫路市の中学校部活動地域展開について

（２）姫カツクラブの概要について

（３）登録団体・指導者 申込方法について

（４）質疑応答

配布資料「姫カツ活動ガイドライン」をご確認ください



姫カツ活動ガイドライン

競技名 実施団体 活動単位 活動形態

陸上競技 姫路市陸上競技協会 全市またはブロック単位 合同練習型

水泳競技 姫路水泳協会 全市またはブロック単位 合同練習型

体操競技 姫路体操協会 全市単位 部活移行型

ソフトテニス ※指導者公募 学校単位または近隣校合同 合同練習型

卓球 ※指導者公募 学校単位または近隣校合同 合同練習型

バレーボール ※団体公募 学校単位または近隣校合同 部活移行型

バスケットボール ※団体公募 学校単位または近隣校合同 部活移行型

軟式野球 ※団体公募 学校単位または近隣校合同 部活移行型

相撲 姫路市相撲連盟 全市単位 部活移行型

サッカー ※団体公募 学校単位または近隣校合同 部活移行型

柔道 姫路柔道協会 ブロック単位 部活移行型

剣道 ※団体公募 学校単位または近隣校合同 部活移行型

ソフトボール ※団体公募 ブロック単位 部活移行型

吹奏楽 検討中 学校単位または近隣校合同 部活移行型

（４）実施形態
各競技における令和8年(2026年)9月からの休日の姫カツ活動体制について



※文化部については、関係団体と活動体制について検討中です。

※姫カツの趣旨から、各姫カツクラブごとに受入れ対象とする学校を指定します。

※活動単位について

・全市…市内1か所での活動になります。

・ブロック…市内を複数の地区（２～８か所程度）に分けて活動します。

・近隣校合同…近隣校２～３校合同での活動になります。

・学校単位…中学校校区単位での活動になります。

※活動単位については、団体や指導者の登録数に応じて柔軟に変更します。

※各協会や連盟が実施する競技については、必要に応じて参加を希望する指導者を募集し

ます。

※合同練習型の競技については、今後、部活動移行型(チーム型)に向けた活動体制を整え

ていきます。

※その他のスポーツ活動、文化芸術活動については、令和8年度より「姫カツ連携活動」の

参加団体として募集します。（令和7年度中に募集開始予定）

姫カツ活動ガイドライン

（４）実施形態
【補足】④各競技における令和8年(2026年)9月からの休日の姫カツ活動体制について



姫カツ活動ガイドライン

（５）実施体制
【実施団体（姫カツクラブ）の主な認定要件】

・実施団体（姫カツクラブ）の構成は、代表者や指導者、スタッフなど、３名以上で構成する

ことを原則とします。（大学生などの学生のみで構成することはできません）

・活動期間は当該年度末までとし、指導における不適格行為等がない場合は、以後、１年ごと

に自動継続します。

・「営利を目的とした活動ではない」とは、活動に係る人件費、消耗品や使用料等の直接経費

と、会費等の収入が概ね均衡している状態を指します。

・手引き並びに事務局の定める関係規定に違反し、本市又は事務局による指導を経てもなお

是正されない場合には、認定を取り消します。また、違反の内容等が姫カツの趣旨・目的を

著しく逸脱するなどした場合は、指導を経ずに認定を取り消すことがあります。



（６）活動場所

姫カツ活動ガイドライン

・姫カツクラブの活動場所は、中学校施設を目的外使用として使用できるよう、ブロック編成と

合わせて、募集・調整の際に、実施団体（姫カツクラブ）と姫路市教育委員会（姫カツ事務局）

及び学校と協議をして決定します。

・保護者等の負担軽減等を図るため、使用料の減免等について今後検討します。

・活動場所への移動については、現地集合・現地解散とし、自己の責任で行うこととします（学校

管理外）。自転車や公共交通機関、送迎等、移動手段は限定しません。

・移動中の事故については、スポーツ安全保険が適用されます。ただし、保護者の自動車等による

送迎の場合は保険適用対象外となります。



（７） 参加費等

姫カツ活動ガイドライン

・参加費（月会費）の設定については、休日のみの活動であれば月あたり3,000円程度を予定し

ています。

・参加費に加えて、諸経費（保険料、連絡用アプリの使用料、事務経費）として、年額3,000円

を予定しています。

・指導者謝金は、参加者が負担する参加費から充当することとします。

事務局基準額として指導者が１時間あたり1,500円（交通費、所得税、消費税などを含む）

の予定です。

※指導者謝金は時間（半日や１日単位）や年間活動回数について、支払い上限を定めます。

※指導者の人数等の基準については、競技ごとに別途定めることとします。

・希望によりボランティア（無償）も可能です。ただし、指導者登録は必要です。

・活動にあたり、学校施設や備品を使用することはできますが、消耗品（個人で使用するもの、

ラインパウダー、救急セットなど）は原則として、団体が準備するものとします。



姫カツクラブの運営費用と負担内訳

経費の内訳と負担者のイメージ

全体の統括（姫カツ運営事務局）

姫
カ
ツ
ク
ラ
ブ
運
営

事務局
管理

指導者謝金

運営事務諸経費（保険料など）

各団体
裁量

交通・通信費

登録料

施設使用料

備品・消耗品

指
導
者
個
人
ご
と

被服・消耗品

交通費・旅費

保険料（賠償責任保険付）

交際費

公費

受益者負担
（月会費・年会費・クラブ運営費）

※備品活用のルールづくり、公費・事務局
による補助を検討

指導者個人



（８） 保険の加入

姫カツ活動ガイドライン

・参加者及び指導者等は、原則、スポーツ安全保険に加入することとします。

※中学生：年額800円、指導者：（運動）1,850円、（文化）800円

・参加者及び指導者等の保険の加入（賠償責任保険を含む）については、自己負担とします。

・活動中のトラブルや事故等の責任は、指導者や姫カツクラブ、姫カツ運営事務局が各範囲にお

いて負うことになります。



（11）指導者等の要件等

姫カツ活動ガイドライン

・実施団体（姫カツクラブ）の認定要件に準じます。

・令和８年９月からの活動開始までに、姫路市における指導者の研修制度を整えます。

・姫カツにおける指導においては、指導者資格等の保有を義務付けるものではありませんが、

中学校体育連盟や競技団体への加盟についてはその限りではありません。

・市立中学校の教職員の兼職兼業については、令和5年1月30日付文部科学省「公立学校の教師等

が地域クラブ活動に従事する場合の兼職兼業について（手引き） 」に基づき、希望する教職員

が所属校の校長等へ相談・了承の上、 姫路市教育委員会の兼職兼業の許可を得て 、姫カツの

指導に従事することとなります。
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（１）姫路市の中学校部活動地域展開について

（２）姫カツクラブの概要について

（３）登録団体・指導者 申込方法について

（４）質疑応答

配布資料「姫カツクラブの登録団体・指導者第１次募集要項」を
ご確認ください



姫カツクラブの登録団体・指導者第１次募集要項

募集説明 書類提出 面談実施 選定調整 登録決定

4月 6月 7月
※書類を提出した団体・指導者から随時実施

バレーボール（男女）
バスケットボール（男女）
軟式野球
サッカー
剣道
ソフトボール（女）

ソフトテニス（男女）
卓球（男女）

陸上競技
水泳競技
体操競技
柔道
相撲

団体（チーム）
を募集します

指導者（個人）
を募集します

各協会・連盟
の活動として
実施します

＊部活動になかった競技種目

姫カツ
連携活動制度

姫カツ
指導者バンク
登録制度

姫カツクラブ

＊吹奏楽などの文化部の実施体制については関係団体と検討中です。
＊姫カツの趣旨から、各姫カツクラブごとに受入れ対象とする学校を決定します。

個人で参加を希望される方は、
指導者バンクに登録いただけます

令和７年８月より
登録開始予定

令和８年４月より周知開始
（１月頃に登録団体の募集を行います）

第１次募集
令和7年6月20日

まで

第2次募集
令和7年9月頃

登録
決定後



登録団体・指導者 申込方法について

(1) 提出期間：令和７年４月２１日(月)から６月２０日（金）まで

(2) 提出書類：対象競技の応募団体は【様式１】を、指導者は【様式２】提出してください。
・【様式１】令和８年度 登録団体申込申請書
・【様式２】令和８年度 指導者申込申請書

※HPから抜粋

（1）申請の概要



（2）電子申請システムについて

登録団体・指導者 申込方法について



登録団体・指導者 申込方法について

（2）電子申請システムについて



登録団体・指導者 申込方法について

【様式１】登録団体申込申請書又は【様式２】指導者申込申請書を添付してくだ
さい。

（2）電子申請システムについて



登録団体・指導者 申込方法について

（3）申請書の様式について（登録団体）

(a) プルダウンにより競技種目を選んでください。

(b) 受け入れ対象については、男子、女子又は男女から選択してくだ

さい。

(c)  現在すでに活動しているクラブの方は、活動場所と会員数を回

答してください。

(d)  実施希望中学校校区について、右の校区図を参考に選択してく

ださい。

(a) (b)

(c)

(d)

(c)



登録団体・指導者 申込方法について

(a) 活動校区以外の受入意思がある場合は、先述の校区図から選択してください。複数選択可

(b) 面談予定日：令和7年6月2日から6月6日、令和7年6月23日から7月４日（土日除く）の午

前又は午後より選択してください。

※希望日は、ご要望に添えない場合がございます。また指定する日程で都合がつかない場合は

健康教育課までご連絡お願いします。

（3）申請書の様式について（登録団体）

(a) (a)

(b) (b) (b)



登録団体・指導者 申込方法について

（3）申請書の様式について（登録団体）

(a) 人員体制について、指導者・

スタッフが①から⑤の事項に当

てはまることを確認してくださ

い

(b) 役職については、プルダウン

より指導者・スタッフを選択し

てください。

(c) 指導者・スタッフの経歴につ

いて当てはまるものすべてを①

から⑥より選択してください。

(a)

(b) (c)



登録団体・指導者 申込方法について

（3）申請書の様式について（登録団体）

確認事項について、姫カツ団体登録に

あたって、1から8すべてを満たすこと

を確認し、チェック欄に✓をプルダウ

ンで選択してください。



登録団体・指導者 申込方法について

（3）申請書の様式について（指導者） 指導者申込申請書は、基本的に登録団体申込申請書の団体記

載欄を削除したものになります。

指導者申込申請書にのみ「一緒に活動を希望する指導者」記

載欄がありますので、希望する指導者をフルネームで記載し

てください。
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（１）姫路市の中学校部活動地域展開について

（２）姫カツクラブの概要について

（３）登録団体・指導者 申込方法について

（４）質疑応答

本日、質疑ができなかった方につきましては、配布している質問用紙にご記入ください。

回答は、後日、市ホームページをとおしてお伝えさせていただきます。



姫カツクラブの登録団体・指導者第１次募集要項

募集説明 書類提出 面談実施 選定調整 登録決定

4月 6月 7月
※書類を提出した団体・指導者から随時実施

バレーボール（男女）
バスケットボール（男女）
軟式野球
サッカー
剣道
ソフトボール（女）

ソフトテニス（男女）
卓球（男女）

陸上競技
水泳競技
体操競技
柔道
相撲

団体（チーム）
を募集します

指導者（個人）
を募集します

各協会・連盟
の活動として
実施します

＊部活動になかった競技種目

姫カツ
連携活動制度

姫カツ
指導者バンク
登録制度

姫カツクラブ

＊吹奏楽などの文化部の実施体制については関係団体と検討中です。
＊姫カツの趣旨から、各姫カツクラブごとに受入れ対象とする学校を決定します。

個人で参加を希望される方は、
指導者バンクに登録いただけます

令和７年８月より
登録開始予定

令和８年４月より周知開始
（１月頃に登録団体の募集を行います）

第１次募集
令和7年6月20日

まで

第2次募集
令和7年9月頃

登録
決定後



姫カツクラブ登録団体・指導者の確保に向けたスケジュール

1月 3月 4月 8月 12月 3月 4月 9月

新入生説明

市 民 ・ 関 係 団 体 へ の 周 知 ・ 説 明

１次
公募

調整
2次
公募

調整

学
校

市
民
・
関
係
団
体

兼職兼業申請

説明 参加者申込

説明会

（先行実施）

説明
研修

専門部署
設立

相 談 窓 口

説明

説明
研修

3次
公募 調整

説明

保 護 者 ・ 地 域 へ の 周 知 ・ 説 明

順次確定し公表

実 証 事 業

推進
協議会

休日の

姫カツ

展開




